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英語Ⅱ 学習指導案

日 時：平成２３年１０月２８日（金）14:20-15:05
場 所：５年２・３・４組教室
対象生徒：５年３組・４組（６９名）
指導者： 教諭 青山 聡 (Basic)

講師 武田美法 (Standard)
教諭 大槻欣史 (Advanced)

１ 題材名 「 No Pet Raccoons, Please 」

２ 題材の目標

侵略的外来生物に関する英文を読み，我々のとるべき道について考える。

３ 指導に当たって
（１）題材について

本題材は，「アライグマラスカル」を中心に侵略的外来生物の存在について学び，彼らが日
本の環境にどのような影響を及ぼすのかを考える英文である。英文は４つの内容で構成され，
Part1 では，アライグマをペットとして飼うことは問題であること。Part2 では，アライグマ以

外の外来生物のカミツキガメとブラックバスを取り上げ，生態系に損害を与えていること。
Part3 では，侵略的外来生物はもともと人々の仕事を手伝う目的であったが，最終的に人に害

を及ぼすことになったこと。Part4 では，日本が小さな生物がたくさん住む動物界の宝庫と呼
ばれており，次世代のためにこの宝庫を私たちは守らなければならないことを説明している。

このことを通して，生物多様性に関して問題意識を持たせ，その宝庫と呼ばれている日本の

環境について改めて考える題材である。

（２）生徒の実態
５学年の生徒は，ほとんどが大学への進学を希望している。英語力については，実用技能英

語検定準２級や３級を取得した生徒は１０数名いるものの，大半の生徒が語彙力や文法力が不
足していると思われる。各グループの生徒の特徴として，「Basic」グループは中学までの既習
単語は完全には理解していない。「Standard」グループは中学までの既習単語を理解しているが，

４年時（高１）で学習した単語はあまり定着していない。「Advanced」グループは大半の生徒
が中学そして４年時までの既習単語を理解している。また応用問題も解答できる。

（３）指導に当たって

この課を通して侵略的外来生物に関心と問題意識を持ち，それにどう対処し将来いかに動物
界を守っていくかに関心を抱き，私たち学校周辺の自然をはじめ，次世代に向けて日本の環境
をいかに残していくべきかを考え，英語で発表させていきたい。

（４）題材の評価規準

コミュニケーションへの 外国語表現の能力 外国語理解の能力 言 語 や 文 化 に つ い
関心・意欲・態度 ての知識・理解

・侵略的外来生物に ・侵略的外来生物に ・侵略的外来生物に ・侵略的外来生物と
対して関心と問題 関する本文の要約 ついての英文が理 その問題について
意識を持ち，それ 文を英語で書き， 解できる。 正しく理解する。
にどう対処すべき 発表できる。 ・読み取った内容に ・「動名詞＋名詞」
か積極的に考えよ ・いろいろな事柄に ついての質問に答 と「現在分詞（形
うとする。 ついて自分自身の えられる。 容詞）＋名詞」の

考えを英語で表現 違 いを理解する。
する。

４ 指導計画

全９時間扱い （各パート２時間扱い）
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（
本
時
）

時 指導目標 学習活動 評価規準

１ Part 1
・ ・新出単語や本文の正し ・新出単語や本文の正しい発 ・新出単語や本文を正しいリ
２ い発音を習得させる。 音をＣＤを参考に発音させ ズムやイントネーションで
時 ・本文の内容を理解させ る。 読める。
限 る。 ・ペアワークを通して内容を ・侵略的外来生物の存在を理

・侵略的外来生物に対 理解する。 解しようとしている。
して興味・関心を持 ・侵略的外来生物の存在につ （内容の理解）
たせる。 いて正しく理解する。

３ Part 2
・新出単語や本文の正し ・新出単語や本文の正しい発 ・新出単語や本文を正しいリ

い発音を習得させる。 音をＣＤを参考に発音させ ズムやイントネーションで
・本文の内容を理解させ たり，文法事項を理解する。 読めたり，文法事項を理解

・ る。 ・ペアワークを通して内容を しようとしている。
４ ・侵略的外来生物に対 理解する。 ・侵略的外来生物が日本で大
時 して問題意識を持た ・侵略的外来生物が日本で大 きな議論となっていること
限 せる。 きな議論となっていること を理解しようとしている。

・接続詞のthat（同格） を正しく理解する。 （内容の理解）
を理解させる。

５ Part 3
・ ・新出単語や本文の正し ・新出単語や本文の正しい発 ・新出単語や本文を正しいリ
６ い発音を習得させる。 音をＣＤを参考に発音させ ズムやイントネーションで
時 ・本文の内容を理解させ たり，文法事項を理解する。 読めたり，文法事項を理解
限 る。 ・ペアワークを通して内容を しようとしている。

・侵略的外来生物に対 理解する。 ・侵略的外来生物の日本にも
して，その歴史的背 ・侵略的外来生物の日本にも たらされた経緯や現状を理
景を知る。 たらされた経緯や現状を正 解しようとしている。

・S＋V＋C（what節）を しく理解する。 （内容の理解）
理解させる。

７ Part 4
・ ・新出単語や本文の正し ・新出単語や本文の正しい発 ・新出単語や本文を正しいリ
８ い発音を習得させる。 音をＣＤを参考に発音させ ズムやイントネーションで
時 ・本文の内容を理解させ たり，文法事項を理解する。 読めたり，文法事項を理解
限 る。 ・ペアワークを通して内容を しようとしている。

・侵略的外来生物に対 理解する。 ・次世代のために日本古来の
して，その危険性を ・次世代のために日本古来の 動植物を守る責任があるこ
知る。 動植物を守る責任があるこ とを正しく理解しようとし

・動名詞の意味上の主 とを正しく理解する。 ている。
語を理解させる。 （内容の理解）

９ Grammar & Exercises
時 ・本文中の文法事項を復 ・教科書中に説明や例文，練 ・目的に応じたさまざまな文
限 習し，理解させる。 習問題を通して，同格や疑 法規則や表現方法を身に付

・本文中で扱った熟語や 問詞節，動名詞について整 ける。
語法等をテスト形式で 理する。 （知識・理解）
復習し，定着させる。

５ 本時の指導

（１）題材名

「No Pet Raccoons, Please」（侵略的外来生物と生物多様性）（東京書籍）

（２）本時のねらい

①ペアワークを通して内容を理解する。【内容の理解】

②侵略的外来生物に対して関心と問題意識を持ち，それにどう対処すべきか積極的に考え

その意見を発表する。【表現の能力】
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（３）指導に当たっての工夫（校内研究との関連）

本校の研究テーマ「かかわり合いを大切にし，学ぶ楽しさを味わわせる指導の工夫

～各教科における言語活動を通して～」

を受け，英語科の研究主題は「わかる・できる授業の創造～グループ・ワークを通して～」で

ある。そこで５学年を担当する英語科では，大学入試に向けた対策も視野に入れ，英語の４技

技能の向上と，それらを活用したコミュニケーションの能力の育成を図っている。本題材にお

いては，ペア学習，グループ学習の授業形態を取り入れ，友だち同士で英文和訳や和文英訳を

行なわせ，本文の内容理解をより深めさせたい。

（４）指導過程(Basic)

時 学 習 活 動 形態 指導上の留意点 評価

導 １ あいさつをする。 一斉 １ 授業の雰囲気づくりをする。

入 ２ 本時の授業内容を確認する。 ２ アライグマの写真を提示し前

３ 時の確認をしながら，本時の

分 ・侵略的外来生物の一つはアライグマであ 授業の説明をする。

る。その他にいるかどうか探してみたい。

展 ３ 題材 ３

開 ① アライグマ以外の新しい侵略的外来生 一斉 ① 数名の生徒を指名し，自分

（

物について考え，発表する。 の意見を発表させる。

４ ② カミツキガメとブラックバスをペット ② カミツキガメとブラックバ

０ としたことがあるか否か挙手する。 スのペット経験を確認し，か

分 れらが侵略的外来生物になっ

）

てしまったことを説明する。

４ 本文の音読 ４

① 新出単語の発音練習をする。 一斉 ① 読みにくい単語は繰り返し

練習させる。

② 本文を見ながらＣＤを聞く。 ② 読み方が難しい単語にルビ

を付けさせる。

③ ＣＤの後について本文を一斉音読をす ③ 生徒が音読する際，一緒に

る。 なって音読をする。

④ 個人で３分間音読練習をする。 個別 ④ 机間巡視を行い，わからな

い単語の読み方を助言する。

⑤ クラス単位で一人一人音読をする。 一斉 ⑤ 終了後，間違えた読み方を

指摘するなどコメントを言う。

５ 内容理解 ５

① 日本語でアウトラインを捉える。 個別 ① 名詞や動詞に注意して読む

ように指示する。

② 指名された生徒は本文の概略を簡単に ② カミツキガメとブラックバ

説明する。 スの特徴を整理させる。

③ ペアをつくり，パラグラフごとにジャ ペア ③ 好きな人同士でペアを作る 内容の

ンケンをして本文の最後まで英文和訳を ように指示する。欠席の生徒 理解

行う。ジャンケンの勝者は英文を，負け によりペアが作れない生徒の (机間

た人は和訳を言う。 ところには教師が相手役にな 指導）

る。
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また，和訳が苦手な生徒に対

して学習プリントを参考にする

よう助言する。

活動時間を５分とし，早く終

わったぺアには再度英文を黙読

するよう指示を出す。

５分経過後，元の席に戻るよ

う指示を出す。

６ 題材に関する活動 一斉 ６ 表現の

① 教科書 P93 を開き，カミツキガメのポ ① ポスターがどんなことを言 能力

スターを見て，どんなことを訴えている っているのか数名の生徒を指 （ワー

のか考え発表する。 名し発表させる。 クシー

② ブラックバスの危険性を近くの人と話 ペア ② ブラックバスの特徴が本文 ト）

し合う。 に書かれていることを強調す (机間

る。 指導）

③ ブラックバスの危険性を整理しポスタ 個別 ③ ポスターにはブラックバス

ーにまとめる。 のイラストとその危険性を簡

単な英語で表現するよう指示

する。英語で表現できない生

徒には本文の箇所を具体的に

指示する。

④ ブラックバスの危険性を訴えたポスタ 一斉 ③ 数名の生徒を指名し，ポス

ーを発表する。 ターに書いたブラックバスの

危険性を述べさせ，ポスター

を発表させる。

⑤ ブラックバスは本当に人間に害を与え 一斉 ④ 発表後，「ブラックバスは

るかどうか再度考え，意見を発表する。 釣り愛好家に人気がある」を

述べ，それを必ずしも侵略的

外来生物に位置づけることが

できないことを強調する。

終 ７ 次回の授業を確認する。 一斉 ７ 接続詞 that の表現等本文に出

２ てくる文法についてを学ぶこと

分 を伝える。

８ あいさつをする。 ８ 授業の終わりを知らせる。

（５）評価の観点

評価規準 Ａと判断する具体的な姿 Ｃの生徒に対する手立て

・ペアワークを通して本文 ・ペアの相手の助言を参考 ・英文和訳が難しい場合，机

の内容を理解する。 にしながら英文和訳を最 間指導で具体的に日本語の

（内容の理解） 後まですることができる。 箇所を示す。

・侵略的外来生物に対して ・侵略的外来生物の一つで ・机間指導を行い，本文の

関心と問題意識を持ち， あるブラックバスの問題 どの箇所が侵略的外来生

それにどう対処すべきか 点を正確に捉え，英語で 物の問題点を説明してい

積極的に考えその意見を 表現できる。 るか具体的に文を示す。

発表する。（表現の能力）
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（４）指導過程(Standard)

段階 学 習 活 動 形態 指導上の留意点 評価

導入 １ あいさつ 一斉 １ 授業の雰囲気づくりをする。

５分 ２ 本時の本文中にに出てくる動物 ２ 難しそうなときは，ペアで相談

について，簡単な英文を聞き， させる。

何の動物の説明か類推する。

３ 本文の題材の聞き取り ３

① 本文を見ないでＣＤを聞く 一斉 ① 聞き取ってほしいポイントを

明示してからから聞かせる。

② 穴埋め式ののワークシートで， 個別 ② 綴りを書くことに気をとられ

ポイントとなる単語に集中して ないよう，音声で答えられる程

聞く。 度のメモでよいことを指示す

展開 る。

３９ ③ 全体で確認する。 一斉 ③ 数人に答を聞いた後，教科書

分 を開いて確認させる。

４ 読みの練習と内容確認 ４

① スラッシュごとの英文・対訳 個別 ① 文の意味の中から，新出語句 内容の

のワークシートで，新出語句に の意味を類推させ，確認する。 理解

下線を引き，本文での意味を類 一斉 ワーク

推する。 ② アクセントなど，注意する単 シート

② New Words の発音練習する。 一斉 語は教員がもう一度発音する。。 の利用

③ スラッシュごとに一人が英文 ペア ③ 直訳でよいので，できるだけ

を読み，相手が日本語に直して， 自分の言葉で和訳してみるよう

発音・文の意味を確認する。 促す。（上位の生徒）

④ 本文の内容に関する簡単な質問 一斉 ④ 難しいときはヒントを与える。

に答える。

⑤ ２つの外来生物について，問 ペア ⑤ 机間指導しながら，見付けら

題点が書かれている箇所をみつ れない生徒に声を掛ける。

け，書き出し，ペアで確認する。

⑥ 外来生物に対する自分の意見 ペア ⑥ 文を書く材料になる key words

を，ペアで話し合って，簡単な を挙げておく。 どうしても出

英文にまとめて発表する。 ない時は，相反する意見を示す。

終結 ・ 次回までの課題を確認する。 ワークシートの語句調べをを家庭

１分 学習でやっておくよう指示する。

（５）評価の観点

具体の評価基準（B） Aと判断する学びの姿 Cの子どもへの手立て

理 ・外来生物の問題点の ・問題点が書かれている ・机間指導しながら，ヒ

解 有無を読み取る。 箇所を自分で見付ける。 ントを与える。

・外来生物の問題点を ・相反する視点を踏まえ ・自分はどちらよりの考

表 理解し，その対応策 た上で，自分なりに対 えか選ばせてから，具

現 を発表する。 応策を考え，文章化す 体的な方策を考えさせ

る。 る。
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（４）指導過程(Advanced)

学習内容 形態 指導上の留意点 評価

１ あいさつ

導 ・外来生物の種類や形状，棲家や特徴 一 斉 ・このパートに出てくる外来生物を

入 を“I”を使った短文で説明する。 簡単な文を使って紹介し，次の活

・“What am I?”をする。一人が黒板の ペ ア 動（“What am I?”）につなげる。

５ 写真を見て相手に説明し，黒板に背 ・動物の写真を見て，動物の特徴

分 を向けている生徒がその説明から動 を考えさせ，自分の知っている単

物の名前を答える。 語や文法を駆使して文を作らせ

る。

２ 内容理解

展 ① 本文を見ながらCDを聞く。 一 斉 ・理解度を示させる。 内容の

② 本文を黙読し未知語を○で囲む。 一 斉 ・分からない単語を自覚させる。 理解

開 ③ 新出語を音読し覚える。 一 斉 ・何回かリピートさせる。

④ 本文を黙読しプリントの問題の答 一 斉 ・答えが見つけられない生徒に対し

30 を探し，ペアで確認する。 ペ ア てヒントを示す。

分 ⑤ 本文をチャンクごとに音読し，本 一 斉 ・内容が分かるように例を出す。

文の意味を確認する。

⑥ チャンクごとの英文をペアどうし ペ ア ・練習がうまくいかないペアに対

で練習する。 して言葉掛け等の支援を行う。

終 ３ 題材に関する活動

結 ① 外来生物の名前と危険性を，本文 個別 ・英語にまとめられない生徒に対 表現の

の問題（93ページ）に則して簡単 して，教科書の箇所を示すなど 能力

10 な英語でまとめる。 の支援を行う。

分 ② まとめた内容をもとに，その対応 ・英作文にできない生徒に対して

策を“We should..., or (else) ” キーワードでもよいなどの言葉

を用いて英作文する。 掛けを行う。

③ 各グループで話し合い，よくでき グ ル ・間違いを気にしないで自分の考

たものを１つ選びクラスの前で発表 ー プ えを言える雰囲気作りを心掛け

する。 る。

（５）評価の観点

観点 具体の評価基準 A と判断する学びの姿 C の子どもへの手立て

内容の ・外来生物の問題点 ・外来生物の問題点を具体的 ・教科書に具体的に書かれて

理解 の有無を読み取れ かつ適正に読み取れる。 いる箇所を示すなどの支援

る。 をする。

・外来生物の問題点 ・外来生物の問題点を理解し，・英作文が出来ない生徒に対

表現の を理解し，その対 その対応策を自分なりに考 して，読み取れたキーワー

能力 応策を発表する。 え，文章表記できる。 ドでもよいなどの言葉掛け

を行う。
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Lesson 6 No Pet Raccoons, Please! Part 2（教科書 pp.84-85）

Two other invasive alien species covered by the new regulations are snapping turtles and black bass.

Snapping turtles were introduced into Japan as pets, and black bass were released into lakes for fishing.

Snapping turtles are widely popular as pets. These turtles’ mouths are very strong and dangerous;

they will eat anything. There is a worry that snapping turtles may damage the fresh water ecosystem by

eating up all the plants, insects, fish, and other animals.

Black bass are very popular among people who like to go fishing for sport. However, black bass also

have a big influence on the ecosystems in lakes and ponds. For example, since black bass invaded a

pond in Kashima-dai in Miyagi, it has become impossible to find a rare species of native Japanese fish.

Scientists are also worried about the bad effect of the bass on dragonflies.

The decision to put the black bass on the list of invasive alien species was not an easy one, and there

has been a lot of heated discussion about it. They are popular fish, and people in the sports fishing

industry may lose money.

単語や重要表現の意味を確認しなさい。（ ）内には品詞を，下線には意味を書きなさい。★のついた表現は

辞書にある例文も写しましょう。

1. snapping turtle ( )

2. bass ( )

3. release ( )

4. fishing ( )

5. damage ( )

6. insect ( )

7. pond ( )

8. invade ( )

9. impossible ( )

10. dragonfly ( )

11. decision ( )

12. list ( )

13. heated ( )

14. discussion ( )

15. industry ( )

★16. be introduced into ~ （教科書 p.84, l.3）

→例文

★17. have an influence on ~ （教科書 p.85, l.3）

→例文

★18. be worried about ~ （教科書 p.85, l.6）

→例文

★19. put ~ on the list （教科書 p.85, l.9）

→例文

新しい規則によって扱われる他の侵略的外来生物の中の 2 つに，カミツキガメとブラックバスがあります。カ

ミツキガメはペットとして日本に持ち込まれ，ブラックバスは釣り用に湖に放されました。

カミツキガメは，ペットとしてとても人気があります。このカメの口は，とても頑丈で危険です。そして，

何でも食べてしまいます。カミツキガメが植物・昆虫・魚そして他の動物すべてを食べ尽くすことで，淡水の

生態系を破壊するかもしれないという心配があります。
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ブラックバスは，スポーツとして釣りに行くのが好きな人々にとても人気があります。しかし，ブラックバ

スはまた湖や池の生態系に大きな影響を与えています。例えば，ブラックバスが宮城県の鹿島台の池に侵入し

てから，希少な在来種の日本の魚を見つけるのはきわめて困難になりました。科学者はまた，ブラックバスが

トンボに与える悪影響を心配しています。

ブラックバスを侵略的外来生物のリストに載せるという決定は容易なことではなく，それに関して多くの熱

い議論がなされています。ブラックバスは人気があり，スポーツフィッシング産業の人々はお金を失うかもし

れません。

Two other invasive alien species / covered by the new regulations /

他の 2つの侵略的外来生物の中に， 新しい規則によって扱われる

are snapping turtles and black bass. // Snapping turtles were introduced into Japan as pets, /

カミツキガメとブラックバスがあります。 カミツキガメはペットとして日本に持ち込まれ，

and black bass were released into lakes for fishing. //

ブラックバスは釣り用に湖に放されました。

Snapping turtles are widely popular / as pets. //

カミツキガメは，とても人気があります。 ペットとして

These turtles’ mouths are very strong and dangerous; / they will eat anything. //

このカメの口は，とても頑丈で危険です。 そして，何でも食べてしまいます。

There is a worry / that snapping turtles may damage the fresh water ecosystem /

心配があります。 カミツキガメが淡水の生態系を破壊するかもしれないという

by eating up all the plants, / insects, / fish, / and other animals. //

植物すべてや～を食べ尽くすことで， 昆虫・ 魚・ そして他の動物

Black bass are very popular / among people who like to go fishing for sport. //

ブラックバスは，とても人気があります。 スポーツとして釣りに行くのが好きな人々に

However, / black bass also have a big influence / on the ecosystems in lakes and ponds. //

しかし， ブラックバスもまた大きな影響を与えています。 湖や池の生態系に

For example, / since black bass invaded a pond / in Kashima-dai in Miyagi, /

例えば， ブラックバスが侵入してから， 宮城県の鹿島台の池に

it has become impossible / to find a rare species of native Japanese fish. //

きわめて困難になりました。 希少な在来種の日本の魚を見つけるのは

Scientists are also worried about the bad effect of the bass / on dragonflies. //

科学者はまた，ブラックバスの悪影響を 心配しています。 トンボに与える

The decision to put the black bass / on the list of invasive alien species /

ブラックバスを～する決定は 侵略的外来生物のリストに載せるという

was not an easy one, / and there has been a lot of heated discussion about it. //

容易なものではなく， それに関して多くの熱い議論がなされています。


